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總
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あ
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あ
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憶
測
の
域
を
脫
し
て
ゐ
な

.い
’
唯
だ
こ
の
問
題
は
旣
述
の
如
く
先
驗
的
に
露
し
得
な
い
性
質
の
：も
の
：：で
あ
る

^

T

先
中
第
|
:に
宠
分
の
經
驗
的
資
料
を1 :
集

.

.

.

. 

.

.

. 

•

す
る
必
要
が
あ
る0
統
訃
的
硏
究
：法
が
こ
の
問
題
の
解
取
に.不
可
缺
の
#
段
’た

る

事

だ

.
け

は

安

じ

て

斷

言

し

得

る

i

こ

ろ
'で
あ
る
o
.
'

;

:;
'

「
(

一
九
三
七
、
八
、
一
五

)

.財

政

動

態

^
關

す

る

一

硏
究

. 

• 

.

.

.

■ 

, 

- 

. 

.

.一.

.

. 

.

•

•

•

.

.

.

.

へ 

V

:

.

 ̂

:

淸

'今
日
財
政
と
經
濟
と
：の
結
合
關
係
を
明

^;
か
•に
す
る
こ
と
は
極
め
て
緊
要
な
問
題
'と
_な
:0
て
ゐ
る
。■そ
れ
は
：啻
に
財
政
の
側
か
ら
緊 

_ 
_

喫
で
あ
：

る
：：

の
み
な
ら
ず
、.'
あ
た
1

へ，ー：般.の
現
1

を
现
解
す
名
上
に
於
ぃ
；て
、
：
絕

對

に

看

過

す

る

こ

基

本

問

題

で

あ

.

 

•

 

'

 

'

 

.

 

,

 

.

 

.

.

.

.

.

.

.

 

.
P-
. 

. 

V 

.
•
.
.
.
.

る

？

何

故

，
か

士

い

ふ

に

、
：

'近
時
一
般
に
唱
へ
ら
れ
て
ゐ
る
：

r

經
濟
の
.政
治
化』

：と
，い
ふ
の
；は
、
財
政

>1

經
濟
-

U

が

.
緊

密

に

結

び

つ

い

た

..

.

.

. 

.

.

.

.

. 

• 

,

現
實
の
姿
を

1:

個
の
標
語
と
し
て
言
ひ
表
は
し
た

I

日
葉
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

''
;

即
ち
近
泄
初
期
に
現
れ
た
國
家
^
經
濟
の
問
題 

.
は
、
資
本
主
義
發
展
の
現
實
階
梯
に
照
應
す
る
新
裝
の
姿
を
以
て
再
び
登
場
し
て
來
た
。

'
こ
.の
再
登
場.こ
そ
は
、
財
政
經
濟
の
現
實
性 

に
新
た
な
る
性
格
の
烙
印
を
押
ず
契
機
と
な
つ
た
の
で
あ
る

',
0

.

.:̂

. 

. 

• 

• 

-■ 

'
. 

.■
■

+

.

パ.
.
. 

t
:
.
.
. 

-

*•
*

」

、-
.

:-
.
脅
.て
：の
原
始
蓄
镇
の
國
家
は
、
今
や
獨
占
廣
：本
制

.の
：現
段
喈
に
於
い
て
、
；

#
生
產
機
_0

中
に
樣《

な
波
紋
を
呼
び
起
し
て
ゐ
'る
。
：

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

 

.

 
.

.

.

.

 

•

.

.

.

、

.

.

.

.

.

'
じ
の
波
紋
は
國
家
の
積
極
的
活
動
に
依
つ
て

.い
ょ
.い

ょ

甚

だ

し

く

な

り

つ

、
あ
'
る

*>
0
分 

財
玫
を
通
じ
て
演
ぜ 

::::

財
政
一
式
景
氣
政
策
，

:,

:

三

一

七(l
i
n
e

七)



財
政 W

景
氣
政
策
，
-
，
.
'

.

3.
、

：

、1
ニ
六
\〕

-

.

.

.
:
 

.

,

•

 

. 

W 

.

 

= 

V

ら
れ
る
_
家
^

^
の
經
濟
的
意
義
が〔

«
來
の
外
部
的
顏
譴
办
ら
相
部
的
茭
柱
と'|
:
;1
:
の
そ
れ
‘に
^

り
つ
A
か
る
こ
と
で
あ
る
。
獨
占

資
本
制
の
恐
慌
階
梯
に
於S

經

涊

募

的

遽

ヵ

が

瀵
-;
L

t

名

る

と

、
遭

を

勢
I

濟

.
の

麗

が

新

し

く

問

題

と
 

な
つ
て
來
たo

即
ち
財
政
は
景
氣
め
汰
界
を
囀
嘈
遛
义
七
、1
た
景
氣
の
行
き
過
ぎ
を
苯
制
す
る
內
闻
的
な
力
を
そ
れ
自
體
の
中
に
具 

有
す
る
•で
と
と
な
，つ
た!0
斯
ぐ
ib
て
資
本
制
洱
浊
遲
の
順
構
把
：

.

新
し
い
素
因
が
附
け
加
は
つ
た
の
で
あ
る
。

'
吾
九
の
當
面
沈
る
規
實
は
：止
に
斯
べ;©
洳
き
第
顧
-に
立
ち
倒
々
て̂

る
0
財
政
と
經
濟
と
の
連
繫
は
單
に
部
內
領
域
の
結
合
と
い
ふ 

に
と
乂
ま
ら
ず
ノ
確
か.に
ヮ
-ア
ザ
.マ
，ン
め
«

ふ
.や
ぅ
に
、
渾
然
た
る
單
，ア
性
の
融
合
に
ま
で
取
開
.ぎ

ゐ

名
0
-
0
0さ

ぅ

し

て

こ

.の

融

4

.

 

'■

そ.
A
r
( 

‘

.

ふ
ち.
-
J
'
t 

.

.■

-

 

.

.

.

.
, 

*
• 

V 

V 

'

.'

.

. 

.

.

許
そ
れ
自
體
が
奋
經
濟
の
現
實
的
特
竹
沲
鞲
減
す
る

-4
»
胳

點

と

な
.0
て

ゐ

る
■€
>
で
^
る
:0

こ

の

故

^
^
財

政

と

經

濟

と

の

連

繫

は

あ

ら 

ゆ
る
經
_

四

案

通1>
电

取
:̂
趿
は
れ
扁
ぼ
教
あ
ぬ3
藉
し
全
獾
搞
の
：現
賓
例
方
向
;:
<
!
:
滑

馳

し

文

、
_

,

の

部

門

を

問

題 

は
全
然
意
味
を
な
さ̂
-い
か
ら
沒
あ
る
。.斯
く
て
現
實
經
濟

；

を
總
體
的
に
理
解
す
る
場
合
に
於
い
て
も
、
ま
た
欉
々
，
の
經
濟
部
門
を

16
1 

別

的

に

論

究

す

も

場

合

：に
於
い
：
て
も
：

;*
財
政
•經
濟
.
0藝

の

：問
題
は
常
に
づ
き
ま
i
.つ
：て
來
る
？
謂
は

全
般
的
理
解
の
塞
底
を.把
握
す
る
：2:
と
に
な
る
(0
で
あ
る
'0
. 

: 

:

...

. 

/

.

■ 

.
»-
、

*■
»

'
. 

. 

，

：
 

■
-,

.私
は
曾
つ
て
財
政•經
濟
の
結
合
を'ニ
つ
、
の
線
に
，沿
ぅ
.
て

分

析

す

る

こ

と

が

出

來

る

士

謂

つ

た

;'
0

即

ち
*—
.つ

：：

は
財
.
政

と

經

濟

と

を

兹 

本
的
な
關
係
に
引
農
し
セ
：；そ
の
緒
合
關
係
を
み
冬
か
法
と
，
膝
ば
こ

.

.の.結
昏
が
現
實
經
濟
に
於
い
|
如
何
&
る
豪
を
も
つ
か
の
诉 

W
触
合
0
意
麓
係
を
明
ら
が
に
す
る
方
法
で
あ
名

6
.'こ
の|
::3
0 

:

無
論
汝
法
論
的
に

4

て
i
動
か
す
可
ら
ざ
る
序
列
が 

あ
る
。
言
ふ
ま
で
も
な
く
- S

本
關
係
を
明
ら
：か
に
す
る
前
者
は
、
意
味
關
係
を
說
く
後
者
に
先
行

^
k
o
?
时

麥

ら
K

基
本
的
な

緒
合
關
稿
却
理
禁
さ
れ
尤
居
ち
念
妙
れ
ば
、
斯
る
結
合
.の
中
に
其
意
味
關
係
を
汲
み
士
名
ヒ
と
は̂
^
な
：い
か
ら
_で
ぁ
る
0
換
言
す
れ

' 

. 

•

'
.

.

.

.

.

.

.

ば
*
脒
纖
係
其
れ
隹
體
は
結
舍
を
前
提
去
^
て

成

立

し

得

る

と

謂

つ

て

好

：
い

0'
然

し

斯:<
謂
'0
た
か
ら
ー
と
て
?!
>
私
^
^

引

％

灕̂

て
^

兀
的
に«
か
ぅ
4
す

る
.
.の
：で.祗

な

い

。

恐

：ふ
く
さ
：ぅ

ず

名

'2
:
と
は
論
娌
的
に
：不
可
姻
で
ぁ
&

^
;'
0
歡
1>
_

關
係
を
如 

何
：に

寒

的
^
形
^

:§
[
令
戾
しV

飞
フ
领
者0
意

味

顿

係
,5
:
全
然
捨
象
し
去
る
こ
と
：は
出
來
漱
い
か

:&
で
：ぁ.る
^
.
即

ち

塞

本

的

办

結

合 

-
喺
_

*
味
删
係
_

—

^

^

4
に
.浮
ガ
^
る
映
像
で
あ
る.
0だ
か
ら
第|
め
戈
满
拟
，
•ャ
岸
の
證
關
^
^
上
に
描
き
出
さ
れ
る
結 

洽
:-
«
>
#沐
_

式
女
明
名
か
：
_
:
!
?
こ
.文
で
あ
り
、
第”
5

^

笼
浮
薩
：

め翁灌は決し

W

ご
兀
的
存
在
で
は.ぁ
^
傅
;&
^
-0
:先
¥
硏
究
^
舊

^
-
1
;
て
先
づ
：結
合
の 

*
味

的
^P

.

を

明

示

し

な

：け
れ

_
、

そ
の
時
々
：
の

瑰
-*
的
意
味
關
係
を
究
明
す.る
こ
と
は
出
來
な
い
と
い
ふ
の
^
ぁ
る
9

こ
，
の

や

ぅ

な

«
池か為娘は稿せ

§
證

.著
改
凝

«
濟炎

_
趙上

0
甚本的連樂を、馨柄洗產物め

.配分：
裏
&，

'*
じ

て

明

ら

か

に

し

^

^

:

^

^

^

y.?
:
v#
t

v<
t
必
然
的
關
聯
忙
あ
名
雨
者
の
ー
蒽
味
關
係
を
#
り
あ
げ
ね
.ば
な
ら
ね
0
本
镝
は
專
ら
$

^

.
'
,
-^
風

；そ

中

心

と

す
^

*察
.で
.
.あ
'る'.
0
,
.
.
,
.
; 

i .…

.

.

.

I
 

o 

n
 

w 

J
 

K
- 

 ̂

M
o
w
w
v 

w
. 

p

•
•
•
- 

* 
*-:
 

' .■•■■..
 

.

.
,
»
' 

' 

-•、

 

...•-• 

< 

, 

• 

. 

• 

.
:
. 

.

.'

. 

.

.
•

—

.
•■.
•
!
■.
•
.
'
•
• 

... 

.-
v
.
-

…

.
-
>
•
•

■- 

-

'.•

.

.
,

:

^
縛

^

稿
«

政
と
經
翥
過
痺
し
：

(

本

讓

三

十
1
卷

;:
:

■.
■」

.

‘ 

■ 

• 

• 

•
. 

.
 

:
r».
- 

 ̂

< 

•
: 

i

:'
-
•
.
.
. 

. 

V 

ノi
，- 

• , 

.

.

'
• y. 

.
 

'一
'
、

 

•
. '
.
•
:
.
•

■
.
■
. 

.
•
•
• 

•
.
'
. 

:
•
•
•
’
. 

.
*
.
.
•
'
• 

- 

. 

• 

' 

• 

•
•
•
•
-
• 

、
:■
'

M

 

>
,
.
驸
政
と
經
濟
ど
め
馨
を
柿
捉
す
る
の
は、
.財
政
：•
經
濟
を
繞
る
籍
環
の
過
程
を
解
く
こ
と
で
ぁ

る
9

從
つ
て 

份
' «
環
:'
0
過
程
は
ー
應
嘗
钠
教
關
悔
祀
於>
そ
考
ぺ
ら
办
て
好
分0
,鄉
導
|、度
斯
る
.結
合
の
意
味
糊
係
が
問
題
に
さ
れ
る
と
、
.
&
辱

\

:'
.
ー

齡

參

银
■

■:
:

.. 

V
.

.
>

 

へ
ノK

:、

 

■



.

，
マ

ハ(

財

政

せ

景

氣
_

 

' 

: 

■ 

陴O
l

 

. 

c

s

h

七
0

〕

V
吾

ィ

は

猸

頻

の

：
過

海

^

:定
■
に

ぎ

孓

て

枭<
こ
：
と

が̂ 

こ
'

の

場

合、»:
政と經濟の結合は

_

己發

§

 

{

:
つ
：能

働§

^

權

造

ぬ
--
.
.
.
形
«
と
.茗

'
消

薇

•所
■

等

：々)Q

變

定

'の

窗
 

般
經
濟
的
發
展
：と
の
相
關
々
係
に 

於
い
て
、

ー
ー
定;0
態
機
警
速
度
み
を
も.つ
^
自
ら
を
潑
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濟
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問
題
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濟
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踝
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簡
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膨
脹
の
現
象

」

-

.

:
 

- 

.

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

•

.

 

.

.
•
.
.
•
:
>
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.
.

...

を
法
則
化
し
たo
.無
論
ゥ
ダ
ナT
及
び
其
他
の
學
者
の
經
費
膨
脹
論
は
初
期
の
獨
占
資
本
制
階
梯
に
照
應
す

.る
說
明
で
あ
っ
た
。
さ
う

.

.

.

.

.

.

 

- 

• 

: 

. 

. 

.

.

.

.
 

- 

' 

• 

. 

- 

•

し
て
こ
の
膨
膜
の
數
字
は
一
一
タ
チ
に
ょ
づ
て
可
减
り
詳
細
に
指
示
さ
れ
て
ゐ

^

^〕

。
钬

：し
吾
ん.は

今

こ

の

太

戰

前

.の

.數
字
を
あ
げ
る 

必
要
；は

务

る
:^
い
。，.
.そ
れ
は
初
期
獨
占
階
梯
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れ
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濟
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。
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問
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問
題
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れ
る
の
.で
あ
るo

; *
政
は
永
ら
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藤
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と
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實
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め
て
强
い
景
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を
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け
る
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程
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應
じ
て
所
得

の
高
か
敏
f

 

f

、
而
し
？
 Q

客
觀
的
n

f

て
此
税
收
入
が
定
ま
る
か
ら
，、
霧
Q

&
響
S

接
に
現
れ
て
來
る
。
次

表
を
.み
ょ
。

• 

‘ 

. 

,
 

:
■■
•.
.

九

%
J

年

九

0

.1

九
三 J 
1
5

'一

ハ
：
.
：

p 

パ
顯：

^

:::
M

;H
我
國
.の
；所
得
#
收
入
の
變
動
を
示
：せ.ば
.左

の

如

，く

で

ぁ

.

.

.̂
。

.
' 

1-.+•
 
.
 
.
 
.
二
 

.
I*
.',
.. 

. 

•

'•
,
.
.. 

.
 
y+
 

.
、
- 

V. 

'•.
'•
- 

..

:
.■-
;

.
,:
■
■昭

和

、
四
. 

'ザ

へ
.昭
.和

®:
年

、
：.
,
.
.
昭

和

六̂

.

H
o
e一V-
Z:，

昭.
.和

：
，
八
：
：
，
年

昭

 

P
 九
'.
.
-
年

.

-
丸

九

穴

五4
'
.
o
t
l
〇
o
、
穴1

遍

四
.
、
§

 
1 :.

- 

r 

.
 

.

•:
. 

.!•

. 

.

.

.- 

V 

' 

.

.

.

' 

:

:

- 

:

■<
. 

•- 

■ 

- 

. 

. 

•
• 

.

•.
•
•.
 

. 

- 

> 

< 

. 

一.'-.
.
.

 

‘.
>
.
• 

..

備
:^
:'-
|金

融

事

項

參

海

書

」

に
：
よ

る。

.

■H
六
、
1

5
 

.
4
瓦

九

、
七

〇

：
六

.
一

九

六

、
一
!
A
l
:
x

C

 
單

位.千

圓)

#
社
税
。一

一

會
社
税
が
劇
し
い
變
動
を
示
す
こ
1
Cは
次
表
.をI

見
す
れ
ば
解
：る
で
あ
ら
ぅ
。

.

1九

三

〇

丨

三

一

:

:
一
九

in 

一
 l

i
m
:
v

■

五
五
八
•
五

.
卜
：
©-
五
〇
6
 

"
> 

.

'.
三
0.
四
6

.(

舉
位
西
萬
ス
1
ク
.

)
- 

斯
く
の
如
く
Y
其
變
動
は
所
得
秘
ょ
り
も
火
で
办
る
。:H
:

i
成
か
ら
定
へ
.ば
i
'景
氣
霞
應
性
は
所
得
稅
ょ
ヴ
激
い
箸 

社
税
收
入
0
大
部
分
が
大
伦
業
か.ら
得
ら
れ
、
從
つ
て
恐
慌
の
，打
擊
を
ぅ
け
る
こ
と
：が
崎
し
.ぐ
な
.る
.の
で
?>
;
る
0
:

»
產
税
0

1

財
産
税
は
所
得
稅
ぼ
ど
の
大
き
な
影
響
は
受
け
な
い
o
然
し
恐
慌
睜
に
は
財
產
慎
値
が
減
退
す
が
か
ら
、
そ
、の
稅
收

•

-

.

、

パ.
.*. 
rv.へ
,
,-•
•

> 

;
•'
. 

.

.

. 

<

; 

V
. 

' 

. 

‘ 

- 

- 

.

•

* : 

- . 

. 

. 

* 

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

L.
 

V.
 

~ 

.
.'
•
;
.»

■
- 

,} 
-«:
■

，
 

’ 

• 

; 

> 

.

.

. 

: 

.

.

.

.

.

入
も
自
ら
減
が0 

:
-
事
例
お
吹
姻
レ0
' 

:
.
, 

.

.

.ソ,

‘ .' 

:
h

..
■
''

、
，
一 

V 
■ 

.:.

一
九
1
1九—

ー1
1〇
^

ぺ
：

一
九
彐
〇
丄
5

九

T

:■
五
四
ニ
 

•ニ
'

.

.

.

.

.

'

.

'

四
ぼ
〇
'
1
'
.
:
. 

三
七
二
•〇

(

單
位
百
菌
了
ク)

,

-

-

• 

• 

.

. 

• 

. 

•
, 

• 

. 

. 

.

.

. 

I
.

. 
一
，

.

• i. 

I

I

.所
有
娘
引
稅
。——

取
引
關
係
は
景
氣
に■ょ

つ

，
て

强

く

變

動

す

る

か

.：ら
、
之
に
基
い
て
：生
ず
る
此
種
租
稅
の
景
氣
感
受
性
は
非
常
に

•■
:
-
. 

'--■
■:
'.
;■;
.
 

.

.'-
‘
V

 

'

■

.
 

.

..'
■
■.
■
.■
*;- 
一-
y

'.
-
V,
;'
:
:'
.

.■.
-
-
.

(

.

.*
-

、 

.

.

. 

. 

.'

. 

■;
'

'.

,'
-;
-.\,
-
.
-
:
,
,-v 

'• 

• 

. 

.

.强
い
0
ド
ィ
ッ
0
例
で
、
事
實
は
次
の
如
く
な
っ.て
ゐ
る
0
:

ニ：： .L

九H

九
年

_«»美'
ニ
O

i

地
：：

取
：
得

糖
：

；
|

I
T
S

 

爲
替
*
小
切
手
鮮
！
|5
1
灰
.

■
 

e廳

秦

四 ニ  
〇 九

三 1
:

1
:

:

三IH.

1

八
•
七

■.
 

■
一
七
•〇
/
'

s

f
六 
7

:

+

®

’

^
;'
-
:
;

參

黴.

m

i

o

b



.財
政
^
骨
氣
齔
策
':

^

響
^

,

•
“
.
，
：
！
！
§ 

私
■
q
l
s
 

取
引
.所
取
引
税
：

:
1
1
0

oi：

1

:
 

.
”廉
•六
' 

i

九
•
四
，

'T

九
へ
：
.

ハU

 
•
七 

1
1

•
三

T

九
•
八 

A
.
.
Q
•
五

九
こ

c

i
s'

1
-
>' 

*

T

六
•
六

•
T
o

ニ
>
四 

(

單
位
百
萬
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史
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次
に
消
費
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猶
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。
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；
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落
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落
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；
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萎
縮
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れ
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潤
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潜
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：
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必
ら
ぅ
。
從
つ
て
私
人
の
手
中
に
殘
#
す
る
分
け
前
は
二
分
の
一
に
減
少
す
る
。
消
魏
の
德
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
也
困
難
で
あ
る
か 

ら
、
犬
部
分

Q,

縮
小
枕
新
資
本
の
供
給
に
充
て
ら
る
べ
き
額
に

.集
小
さ
れ
た
。
此
財
政
上
の
逼
迫
が
現
柱
不
況
に
於
け
る
有
力
な
デ
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レ
エ
シ
ョ
ン
要
因̂
尨
つ
，た
の
で
あ
る
。

加
之
、
一'方
に
腐
的
股*
家
が
其
資
本
使
用
に
於.い
て
見
出
す
困
難
と
、
他
方
に
政
府
の
資
本
使
用
の
必
要
と
か
ら
、
資
本
佻
給
の

. 

方
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い
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め
て
踅
要
な
る
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濟
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ま 
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向
が
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る
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柱
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總
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の
變
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れ
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以
上..

P.

表
示
は
假
定
的
な
，
數

字

を

以

.-
r
經
費
形
態̂
傾
.向
を
示
す
に
と̂

^

從
つ
て
、
事
實
上
の
經
濟
關
係
が
こ
の
通
り
で
な 

い
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
？
然
し
#
々
は
斯
霞
な*
論
^
ば
つ
-C
'
具
體
的
な
結
果
を
導
出
す
る
こ
ど
於
出
來
る

a

で
あ
る
。
そ
れ
で 

.
はI

體
、
經
費
；

(

物
#,
費)

の
時
間
的
轉
位
と
，い
^

-

! 

.

.

.
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' 

■ 
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. 
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結
論
か
ら
先
に
素
へ
ば*
此
經
費
：の
時
間
的
轉
位
は
百
。ハ

T
セ
ン
ト
.可

能
'<
!
:は
言
べ
な
い0
何
故
か
と
い
ふ
と
、
其
は
ま
づ
棄
氣
循 

環
の
.周
期
確
定
を
前
提
と
す
る
：點
.で
困
難
：
遭
遇
し
、
而
し
て
更
ら
に
« :
M :
i
程
に
，レ
る
年
度
每
の
經
費
評
匱
が
困
難
で
あ
る

0
恒
常 

;
的
經
費
、
並'行

的

經

費

及

び

：逆

行

的

經

費

の

數

弈

間

.に
^ '
名
實
行
は
景
氣
循
環
に
於
め
る
周
期
の

_確
認
を
前
提
と
：す
る
。
今
日
此
周
期

:
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,
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-

は
六
年
乃■至
十
^
と
謂
は
れ
て
ゐ
る
が
ノ
疋
確
か
测
定
比
出
來
て
居
ら
ぬ
。

：

從
つV

菩
々
は
數
年
間
に1
§
てI

定
の
：經
費
形
態
を
確 

へ
立
し
、
：
こ
れ
を
嚴
夺
す
る
こ
と
-^
邊

來
,^
:
い
::
0
勝
炫
此
周
期
間
の
を
經
費
額
を
景
氣
循
環

0'
象
年
.膨
緣
.に
分
割
^

る

難
で
あ
：る
。
：.

(

無
論
と
'れ
は*
行
的
經
賢
及
び
逆
行
的
經
費
に
つ
5
て
：で
あ
る
：io
:
:
事
實
上
；、

.

景
翁
概
環
の.持
續
S:
定
め
、
こ
の
期
間
內 

.
に
於
い
て
總
體
經
費
：を
確
立
す
る
：こ

^:
が
即
紙
れ
ば
、
前
年
度
に
比
.し
て
經
費0
增
減
を
行
つ.て
|、
ぞ
の
年
度0 

る
と
と
が
出
來
る
«
で' ^
る
o 
.

娘
3
:そ
_
於
蕭
確
に
出
來^:
い
た
め
：
に

、
；
年

康

_
經
費
額
び
決
定
に
困
難
を
生
_
る
0
將
來
•

景
氣
豫 

,

沏
、
景
氣
.^
究
&
方
歡
が
改
良
さ
る
れ
ば‘
こ

の

闲

難

は

取

り

除

か

れ

る

で

あ

ら

ぅ

。
：

.

'

'
斯
様
な
前
提
の.も
と
に
、
：物
件
費
の
轉
位
を
紫
へ
る
と
、
先
づ
需
耍
充
擧
段
の
，中
に

.減
、(

一
，

)

規
則
的
t
間
隔
を
お.き
且
つ
經

濟
 

の
擴
.が
り
I

少

證

を

保

つI

め
ら
れ
得
る
，̂
が
あ
る
。
次

に
〈

ニ)

景

氣

循

環

き

昇•
下
向
と
共̂

增
減
を
加
.へ
る
こ
と
の 

出
來
る
も
の
が
あ
る0
更
ら
に(

三)

經
濟
の
.獷
が
り
と
不
均
衡
に
、

:

且
つ
時
間
的
に
も
金
く
不
規
則
に
充
足
し
得
る
手
段
が
あ

.る
0
調
.

.

.

. 

.

.
 

; 

.

.

. 

.
'•
V 

.

. 

.

達
政
策
に
は
と
の
や̂

^ -
:
3
.つ
.«>
修

餛

が

：
あ

を

が

ー

-そ
の
各
次
の
政
策
ヒ
於
い
て
、.吾
々
は
需
要
充
足.の一
部
分
を
豫
办
動
か
す
こ
.と 

.が
肚
來
る
タ
而
む
ボ
恒
常
的
文
は
逆
行
的—

政
策
ぬ
於
て
は
1
此
»

1
佐
石
需
要
充
足
部
分
の
範
圍
は
經
濟
的
過
程
，に
ょ
つ
.て
決 

^
さ
れ
々
^
疗
的
經
费
政
策
に
於
い
て
は
、
景
氣̂
關
係
な
く
衍
ば
_
る
'-
:°'と

こ
％
セ
庇
珍
^

^
貯
^

^
產
亦
^
^

と

じ

素
：t

f

f

 

て

斯

备

如
何
な
る
齚
提
が
充
：さ
怍
ね
ぱ
红
ら
：ぬ
か
タ
本

.質
上
敗
藏
生
產
に
は
；ー
一
：つ
の
前
提
亦
あ
：る
。

：

一
は
將
來
ひ
財
政
需
要
が
評
慣
さ
れ
得
る

■'
 

.こ
'とa

他
は
：こ
奴
！̂
:
.に
基
.
，
い
て
炎
定

t
れ
客
需
要
東
足
手
段
が
貯
騰
さ
れ
得
る
も

(0
*
^
る
こ
と0、
こ
の
.評
價
性
と
貯
藏
性
と
が
充
さ 

れ
态
場
合_
ゆ
、誓
常
的
灰
觀
茶
饬
邮
經
數
_
策

は

可

能

で

奉

る

？
そ

れ

：
で
は

#
る
前
提
ほ̂

性
ぬ
-̂

い
て
謂)

：へ
ば
、
：
最

も

正

確

お

_

|

る̂
た
め
略
は
、
物
件
費'の
發
展
に
影
響
す
：る
要
|

_
ヴ
>̂
:且
0
過
去
0
經
_

ら
其
發 

展
の
傾
向
を
求
め
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
貯
藏
爾

0:
亂
提
ト
充
た
す
た
め
ゆ
後
.需
數
贫
足*
段
が
貯
藏
期
間̂
價
値
0
變
化
を
起
さ.ず
、

.且
づ
貯
藏
にょ
づ
て
其
本
質
的
な
費
用̂
贬
化
が
生
じ
‘
な

い
こ
と
が
必
要
；で
‘あ
；る
々
：
斯

夕

考
•ベ：
：
.
て
來
ー
ると、
.吾
：々
ば
概
：し

そ

貯

蔵

虫

產

- 

-
• 

....I. 

"
.
.
. 

• 

- 

• 

;
• 
. 

■.
_

の
.可
能
を
認
め
て
キ
い.
0從
•つ
.て
、
少
ぐ
と
も
部
分
的
^
は
物
件
費
の
轉
位
は
可
能
だ
と
い
ぶ
ね 

V 

o

i

)
-
v
g
u
'
p
.

-,
•• 
*
Np-
'
g
e
l
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»
• 

a. 

q
,
-
s
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■ 
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.'
_
く
セ
^
ぬ
»

»
ひ
轉
位
に
ょ
づ
で
景
氣
の
«
51
に
作

用

じ

得

：る

'所
以
を
明
ら
か
に
し
た;:
0
:
然
ち
ば
斯
る
經
費
政
漱
は
景
氣
循
環
の

.
-
• 

• 

•> 

• 
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- 
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翁
程
'に
景
氣
政
铍
と
し
て
如
何
な
が
直
敗
_
作
用
ぢ
及
ぼ
す
が
、
吾.々'ば
經
費
0
こ
：の
，
や
ぅ
な

.具
體
的
作
用
の_

に
進
±
ね
ば
な
ラ 

ぬ
？.
m
翁

免
:̂

飯
ぐ
，
斯
を
分_
啟
容
氣̂
'
^
い
6
:
:證
：
し
此
場
合
-
ソ

» 

' r- 
» 

■ .

..財
政
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政

策
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-
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及
ぼ
す
作
用I

認
す
る
こ

と

が問
題
解
決
の
前Z提
と

な

？

ゐる
か
ら
で
あ
る
。
然
し
吾
々
は
此
作
用
を
大
體
次
.の

や

ぅ

に
 

好
ぃ
。
 

.

逆
行
的
又
は
恒
常
的
經
費
は.一
般
に
景
氣
；の

上

昇

及

び

蕭

の

經

猶

に

篇.て
歲
激
な
：_

行
^

«
度
を
_

へ
，
る

ブ

レ

'
本

， 

)

る
o
;霄

I

斯

る

經

費.は

生

産

Q

增

大

を

費

に

引
i

げ

し

め

，
.
-
收

益

聚

昇

度

集

制

し

て

る

擴

大

、

新
 

ぐ
設
備
の
增
加
を
抑
へ
る
。
斯
く
し
て
景|
1
環̂

の

：
起

動

カ

：
を

弱

め

：
る

匕

各

扒

出

來

綦

の

ゼ

あ

る

0 

:

.

.

ぃ：

食
ら
に
下
向
期
及
び
沈
滯
期
.に
つ
い
.て

衮

へ

巧

國

家

の-»
る
經
費
,

產
業
：の
邰
丽
ぬ
金
融
菌
、

(

直

)

：を
放
出
す
|

と
に 

ょ
つ
て
，

下
同
の
速
度
义
弱
め
、
上
舁
の
ヵ

.を
與
へ
る
こ
と
に
な
る_

る
：作

用

錄

直

麓

瘍

政

奮

關

係

蒙

讓

產

業

部

面

に
 

現
れ
る
が
、
0

0

^

^

^

^
^

^

^

^

s
o
-
.

:■
■:

, ■

吾

夂

纖

費

屢

が

間

■

費

獄
■

部
面
に
ー
卺

も
つ
ー
こ
と.
£注
意
^
な
：け
れ
ば
な
：
.&
-
ぬ(

1
0
0 
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M
上
私
は
義
政
策
文
て
一.の^

そ
ん
てi
此

經

費

が

主

と

老

物

件

費

つ

赛

.
葶
 

占
め
る■

及
び
其
政
證
の
強
いI

、
遙
か
に
焱
費
に
勝■

譯
で
は
：な
い
o
,即
ち
官
I

俸
給
_

銀
！
通
じ
て
：現
れ
る
人
件
費
馨̂
 

一
 

I

 

銀

宝

下
_

片
景
氣
の
'變
動
に
作
顧
&

るI

は

明

复

で
f

。
：

」
1

.

: 

•

. 

:

と
'^
に
見
逃
す
こ
と0
出
來
な
い'.
0
は
、；
以
上
の.や
ぅ
な
經
費
政
策
ほ.專
ら
經
費
部
面
だ
ガ0
景
氣
政
策
で
ぁ
づ
て
、
斯
る
經
費
の

轉
位
に
必
然
的
に
隨
伴
す
S
收
人
部
面
の
移
動.が
取
り
扱
：は
れ
て
ゐな
い
點
で
ぁ
る0
.
'
經
費
と
.い
ふ
も
•
.收
入
と
.い
ふ
も
、
所
詮
は
同

. 

. 

. 

• 

- 

. 

• 

.

1
物
の
兩
面
で
ぁ.：る
.か

ら

、
：
；
經

費

が

動

け

：ば

收

入

.も

自
_ら

動

か

ぎ

る

を

得

：な
；：い

',
<
>
;
收
^

9
移
動
は
ま
た
そ
れ
诌
體
景
氣
循
環
に
作
招
す 

る
こ
士
、
：
'經
費
の
場
合
と
同
斷
で
ぁ
る
タ
從
っ
：で
景
氣
循
環
に
及
ぼ

€
財
政
の
作
用.は
經
費
^
收

欠

と

釔

繞

る

財

政

の

循

環

の

.綜

合

的 

效
果
と
わ
て
現
は
れ
愚#

々
の
.硏
究
も
確
か
に
此
地
點
を
目
檩
と
す
^

0
然
し
此
複
雜
な
る
现
象
を
全
!1
1
的
に
見
究
め
る
こ
と
は
殆 

ゼ
不
可
能
に
近
い
か:6
>
、'
私
は
：1
:
:
應
經
費
部
面
と
收
入
部
面
と
を
切
り
離
：し

.て
、
經
費
部
面.だ
け
に
っ
い
て
は
如
何
な
る
景
氣
政
策
が

. 

成

立

す

；
る

か

を

說

，
い
.

た
0
'
.
.
續

；
い
.

て
收
入
部
面.の
政
策
を
明
も
か
；に
七
た
出
、

「

雨
者
の
.綜

合

を

圖

ぁ

ね

ぱ

な

.ら

.ね
0
べ
' :

- -

.

■

.

■

ド

 

>

”
：
：
.
.
'

-v
'
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:
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,
,由
來
財
政
は
賓
爆
環
祀
箱
し
姆
る
か
、
ま
た

*
何
に
作
用
オ
涔
办̂
問
顧
が
論
：ぜ

ら

舴

る

場

合

、
論
者
の
，
視
腐
ほ
：
殆

ど

嘍

ら

財

： 

世
の.顧
費
導
面
杧
限
ら
：れ

ギ

费

氣

政

策

;<
»
:し
.て
め
：租
税
政
策
が
取̂.激
げ
:.
6
>
4ネ
こ
必
は
殆
ど
处
が̂

^
:即
^
景
氣
诹
策
免
ル
て
め.顧
費
政
#
は
經
濟
め_坐
囊
圍
に
直:«
作
«
ず
る
が
、,：景
氣
に
照
應'1
.为
祖 

影
響
を
通
じ
て
間
接
的
妃
現
れ
.る
か
ら.で
參
る;-
-°然
^
租
税
政
策
が
最
氣
循
領
此
作
佣
ず
る
と
こ
ろ
紀
多
ぐ
づ
從
つ
て
景
氣
政
策
と
し 

て
の
課
稅
方
針
な
り
、
租
秘
制
度
な
り
が
今
日
脔
要
な
間
題
：に
な
っ
て
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も
な
い
が•： .
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濟
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す
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を
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を
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方
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述
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上
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狹
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:し
で
(0
:收
益
_
成

、
に

太

な

る

影

響

が

©'
づ

；；
で
；
來

名

0
:漏
論
此
場
合
';
>經
營
に
於
け
る
資
本(?
>
有

機

的

^

織

が

非

常

に 

問題に耻ち固定的費用が擎れば

#

v>
海
v

-^
產
制
：限
0
影
嚮
は
少
い
。
桑
 

減
霰
す
れ
ば
、
：勞
働.者
0
購
1貝
カ
が
減
退
し
--
'
,
-
'
,
そ
れ
だ
.け
坐
產
0
萎
縮
を
招
來
す
る
？.原
料
品
0 

ぢ

：
斯

石

原

料

ロ

麗

が

此

租

税

支

負

擔

ず

る

逢

；
に

な

る

0
ぺ

斯

べ

て

；
生

庫

参

收

：
益

上

.
は常
に
各
淹
業
の
組
織
形
態
及
び
其
勢
力
關
係
を
顧
慮
し
て

^

を
實
孩
1
钇
け
れ
ば
な
ら
ぬ.
。
:'
:;:

,:
:

'

:

^

.

: 

: 

.

.
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:
'パ
'ロ̂

:需
耍
上
#
§
場
合
'
;
.
3 

' 

. 

:
:
:
1
般
經
濟
の
活
況
に
ょ
つ.て
國
民
經
濟
內
部
：の
購
買
カ
が
增
大
し

->
:
從
0
て
坐
靡
'(
0
範
圍
.も
獷
大
さ
れ
る
'0 

三
態
は
前
者
の
場
合-i
同
様
で
あ̂

が
、

：

た
士 

«
能

引

身

上

げ

に

ょ

，る

需

要

：

0
減
退
.
#上
昇
需
赛
部
面.に
.現
れ
.て
、

；

贶
路
並
びに

生
産

6

搬
大
を
抑
踮
す
る\0
從
'0
て
斯
る
增
徵
は
極
度.の
坐
產
擴
大
：を
仰
へ
る
廒
氣
政
策
と
し
て
拫
本
的
に
重
要
で
あ
る
。
：尙
ほ
：租
稅
の
前

.

. 

.
■:
- 

.
 

. 

. 

. 

•.

.

轉
> 
後
轉
が
經
營
の
勢
力
關
係
に
依
g

決
定
t
ら
れ
る
こ
と
は
前
者
の
場
合
に
等
し
い
？
へ

:-
'

.

.
 

V

■ 

■ 

. 

■ 

:
 

:

‘
 

. 

•
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. 

.

;

'

c

.

:バ.
で

：
.

た
^

 

 ̂

-

' 
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. 
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■ 

. 

. 

■ 

: 

■ 

■

需
要
が
減
退
の
：傾
向.に
％
る
と
き
は
、
生
產
者
は
價
楮
の.引
き
下
げ
に
ょ
つ
て
販
路
の
維
持
を
圖
ら
ぅ
と
す
る
，。
從
つ
て
こ
の
場
合

• : 

\ 

. 

.

.

. 

. 

: 

. 

•

■.
: 

• 

.

.
:

:

の
：
租

税

增

徵

碎

：
：一

,般
：に
僙
格
：の
引
き
玉
げ
に
は
な
ら
ず
、
：
坐
產
費

:<
0

低

卞
-|
:
計
つ
ゼ
^

收
益
の
減
退
を
忍
ぶ
ょ
り
外
に
な
：い̂
生
摩
の
範
圍
^
は
':
-
'
.
:
直

接

の

影

響

は

な

い

が

- >「

收

益

：
の

減

退

：
を

通

じ

：
て

間

^

£

影

響

の

起

る

と

.

.

.て

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

*

.と
は
當
然
で
あ
るo v. 

r

 

V

.

.
M
s
s
^
r 

^

.

 

V

,, 

^

r

パ
ィ)

：需
要
不
變
の
場
合.：

v

.

'

v 

7

_税
o
輕
減
は 

> 需
要
.が
木
變
で
あ
名
場
合
に
は
ブ
次
^
如
き
事
態
を
惹
き
起
す
。

——

(1
)
、
經
營
は
輕
減
に
ょ
つ
て
影
響
を
ぅ
け 

な
>

'常
ち
價
格
は
不
變
で
お
サ
、
極
つ
：尤
經
營
收
益
は

.增
龙
す
る
。'(2
)
、
1

税
輕
減
額
だ
：备
.黎

.引
令
:^
げ

衣
&

.;
,

肋
政
I

銥

政

策
,

'
. 

へ

/

パ:
' 

マ

ま

.

9

一5
汍〕
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c
i
g
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る
0
:
.
:
^
^

場

合
;-
%
同

様

に

坐

遨

の

.增

大

を

通

^
て
經
營
收
益
は
上
進
す
る
0生
產
の
增
大•に
.よ
っ
て
生
産
費CD
.
.ff
i

T
が
起
^
場
合
に
は
、 

:
輕
減
額
だ
潘
袼
を
引
聋
下
げ
.數

が
4
'般

ぬ

通

繁

ぁ_

ビ̂
^
^
^
^
^ ̂

i

_ 
"
需
要
上
昇
の
：場
合
其
は
、

は|

の
嵌
下
を
招
来
し
な
い
。
、從0
て
坐
產
收
益
は.い
よ
い
よ
增
大
す
る
こ
と
に
な
る

O

 :

.

'
/:
.;

.:
:'(

.ハ)

需
'^
沈
滯
の
.場
合 

：

..

；:.

此
場
合一

般
に
祖
稅o
輕
減
は
價
辂
のyl
f.
下
げ
、
：：經
濟
沈
滞
の
抑
制
と
：な

今
全
た
其
は
生

^ -
費
:0 

通

萑

：_

規
模
の
改
良
が
起
叭
錄
っ
て
經
營
上
.度
 

r 
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^
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^
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■.

-. 

. 

•
-
•
•
•
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.
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.

.

.
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.

.

.

. 

: 

.

.

•

•
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.. 

. 

- 

.

.

.
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; 

'
. 

..■.
■

,

斯
く
て
私
妨
租
稅
負. *
の
#

勸

ガ

；
隹

產

廊

圍

、
；
收

：
益

性

從

.っ
て
經
濟
狀
態
に
影
響
す
る
こ
と
：を
說
い
た
。
..故
に
斯
る
影
響
を
通
じ
て 

灌
税
歌
潔
は
景
氣
政
策-^
也
^
の
役
割
り
を
潘
た
す̂

 

無
論
こ
-0
,場
合
、
，企
業
の
種
類
、
轉
嫁
の
方
句
、
濁 

.占

•
：
遞

ヵ

の.問
題
が
常
に
考
瓛
さ
る.べ
：_

說
く
：ま
.で

凄

_

て
：̂

^
别
-:
-
.消
_
的
で
ぁ
0
、
.
其
效
果
も
主
に
景
氣
の
行
き
過
ぎ
を
抑
へ.る
點
に
祛
る
と
：と-:
*
俞

述

し

た

と

こ

ち

疋

よ

つ

て

明

ら

^

で

.あ
'ら
ラ 

O
V 

: 

' 

.

. 

' 

.

.

,

■

以
上
に
於
ぃ
て
齋
氣
漱
策
义
ん
ズ
の
財
澉
は-
經
費
部
面
と
趙
税
部
面
と
を
逋
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
^
無
論
問
題
は
こ

^

だ

け

に

，

i

々
ま
ち
$

經
費
_

栽

备

財

政

處

备

猸

頻

の

I

滠

ど

圭
必
然
的
に
相
讓
し
て
ゐ
る
。
從

し
て
其
部
面
々
々
に
應
ず
る
政
策
を
個
別
的
に
樹
て
る
こ
と
は
出
來
な
い

o
經
費
政
策
は
之
を
賄
ふ
收
入
現
象
と
し
て
の
租
税
政
策
を 

前
提
と
し
、
ま
た
租
税
政
策
は
税
收
入
を
必
要
と
す
る
經
費
政
策
に
よ
つ
て
動
か
さ
れ
る

o

然
加
も
前
述
し
た
や
ぅ
に
、
經
费
政
策
と 

租
税
政
策
と
は
、
收
入•支
出
の
連
繫
の
上
に
、
相
反
す
る
方
向
を
示
す
場
合
が
：あ
る
.
o
,例
へ
ば
恐
慌
期
に
於
，け
る
經
費
政
策
は
尨
大
な

る
政
府
資
金
の
放
出
を
要
求
し
、
然
か
も
他
面
、
'
租
稅
政
策
に
於
い
て
は
、
坐
產
部
面
の
故
復
カ
を
.强
め
る
た
め
に
、
負
擄
の
輕
咸
抓.

.
、
. 

.

必
要
と
な
る
o
.\此
兩
政
策
の
上
に現
れ
る
財
政
上
の
矛
盾
は
如
何
に
し
て
.充
さ
れる
か
。

こ
：、
に
公
債
を
繞
る
信
甩
政
策
が
登
場
す 

る
.°

此
信
用
政
策
は
景
氣
波
動
が
劇
烈
で
あ
れ
ば
あ
る
程
、
.い
よ
い
よ
重
要
な
る
役
割
を
演
ず
るこ
と
に
な
る
。
尙
ほ
繁
榮
期
に
冷
ハ 

て
も
、經
摄
政
策
と
租
税
政
策
と
は
湖
反
す
る
^

向
に
^
く
。
此
場
合
は
國
庫
の
余
剩
が
現
れ
て
不
況
期
に
必
要
な
る
準
備
金
•
基
金
の 

設
立
，
增

加
:^
な
る
と
.

說
か
れ
て
ゐ
る
が(

.ナ
ア
ゲ
ル
、
チ

A
.

)

、一
 

假
令
繁
榮
撕
に
在
る
と
し
ても
、

.

斯
る
增
稅
政
策
と經
費

削
減
と
に
よ 

る

制

度

が

左

悬

易

に
S

れ
I

は
思
は
れ
な
い
？
成
程-r

不
況
の
際
の
敎
訓
は
、
不
況
が
現
れ
た
と
き
に
、
低
下
し
た
所 

得
^:
對

し

：
て

馨

を

行

ふ

事

に

it
す
れ
ば
、
繁
榮
期
：の
增
稅
が
寧.ろ
^
ま
.

し
.い
^
と

：
を

敎

，

る

に

相

遨

：
な

：
い

仝

)

9
'然
1>
令

國
家
CO
機
能
が
あ
ら
ゆ
'る
方
向
に
向
づ
て
擴
大
さ
れ
て
ゐ
る
と
き
、
經
費
？:
-抑
べ
て
準
修
金
：を
確
立
す
石
；
0
:と
は
余
程
困
».
で
お
^
ぅ
0

- 

.

.

.

. 

.. 

.

. 

.. 

. 

■

.

:
,
M
&に
吾
々
：は
經
濟
權»
に
.
«極

的

作

用

を

及

：ぼ

す

も

め

.と
し
.て
.國
家
0
授
資
を
考
べ
.
.ね
ば
な
ら
ぬ《

：.

^

業
と
し
て
の
- #
政
的
な
意
味
を
も
つ0
み
：で
な
い
0
:
'經
濟
循
環
の
姆
程.に
景
氣
政
.策
的
作
用
5:
-及
ぼ
ず
こ
.と
が
出
，*
务
の
せ
あ
气

し
此
.等
の
諸
問
題
痄
つ’
，い

て

は

稿

を

改

め

.

て
說
か.ね
ば
：な
ら
ぬ
：

0
'
:•

■

一
.
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

•
煨

近

ま

セ1|
1
:报

景

氣

め

問

題

ば

主

名

し

て

：恐

慌

克

服

.を

屮

心

厶

し̂
考

：
へ̂
れ

て

來

だ0
.'
'
.然

じ
.今
4

^
國

に

於.げ
^

鬆

す

景

義策
/
:: 

<:1_ 

C

5
 ニ
ニ
：>
ノ
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共
第
一
階
梯
を
通
過
し
た
。
無
論
各
國
の
琪
惝
は
各
々
異
る
が
、
生
產
と
就
業
と
は
恐
慌
前
の
狀
態
に
接
近
し

.て
ゐ
る
。
然
か
も
二
三 

の
國
々
セ
_
.は

::
>
景
氣
上
#
:の
，初
期
に
.於
い
セ
休
息
生
産
ヵ
を
，動
員
し
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
旣
に
坐
產
擴
張
の
可
能
性
が
行
詰
り 

つ
、
あ
るo
其
結
果
、
國
際
的
の
景
氣
觀
察
に
際
し
て
、
. .

景
氣
行
き
過
ぎ
の
薆
慮
が
起
つ
て
來
た
。
景
氣
政
策
上
の
議
論
は
、
•膨
脹
の 

間
題
ょ
り
も
贫
ろ
制
膜
の
間
題
；に:^
:
配
：さ
れ
始
.办
：与

：1«
:
-#
景
氣
は
今
日
景
氣
發
展0
麻
何
だ
る
段
階
に
到
管
；で̂
る
か
が
甚
だ
切. 

實
な
る
#S

を
も
.つ
，こ
と
：に
な
つ-た
の
で
あ
る
-(

ヮ
ァ
グ
マ
ン
X
2.)

0'
斯
< ;

て
吾
々
■は
財̂

を
：以
：て*

氣
振
興
4
^

く
、
^
鐵

の

沈

滞
■•繁
榮
を
繞.る
#!
環
の
過
程
に
於
い
て
把
捉
し
な
け
れ
ば
な

^
ぬ
。
勿
論
、：：本
稿
で
取
W
极0

だ
財
政
®
^
論 

'は

斯
务
前
提
：
の
下
に
於

$

財
政
！

鐵
政
策_
:概
括
的
說
明
セ
吃
讀2
丨

.
/

:

へ'
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v:
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,
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'
T
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F
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n
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^
^
c
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^
^
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(

2
0、
策
京
商

B

會
鹩
所
：

「

景
菊
恢
復
と
財
政
政
策
“
參
照
o V

ぃ

ソ
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. V::.
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九
三
七‘
^
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國

際
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資

推

移
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展

傾

向

に
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：
て
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：
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•
•
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V

-

•
«
々
指
、摘
せ
^
れ
^
や
ぅ
に
、
白
由
競
郇
を
装
礎
と
す
る
前
期
資
本
主
義
の
時
代

——

そ
の
.全
盛
抓
は
大
體
十
九
世
紀
の
中
期
-
殊 

ま

7V
六
C—

七
〇

牛
め
交
で
あ
る
が

_
_

に
於
い
て
は
、
商
品
の
輸
出
が
そ
の
國
際
的
流
通
現
象
0
典
型
的
な
も
の
で
あ
つ
た
。
然 

る
に
資
本
、ぼ
嚷
は
そ
：の
發.展

；
の

途

上

に

參

^
ヤ
\

當

然

坐

產.の
，
擴̂

發
M
を
な
し
得
た
ョ
ー
ロ
ッ
バ
の
先
進
工
業
諸
國
は
I
そ
の
顯
著
に
集
積
さ
れ
て
行
く
資
木
を
ば
、
外
國
に
輸
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な 

か
つ
た
。
‘こ
、
に
於
い
て
資
本
は
國
際
性
を
洧
す.る
に
至
る
。
斯
く
し
て
資
本
生
義
が自
由

資
本
主
義
の
時
代
か
ら
、
生
産
及
び
資
本 

の
集
ホ
に
ょ
つ
て
齎
ら
さ
れ

た
_

占
資
本
中
；_
の
_
;
時

代

に

移

入

す

る
と
、
.
資

本

の

輸

出

が

こ
の
時
代
の
流
通
經
政
の.板
幹
と
し
'て
晛
は 

れ
、
商
品
輸
出
と
相
併
ん
で
典
型
例
形
態
を
成
す
に
至
つ
た
。
現
代
の
資
本
中
：

_

を
ば
輸
出
資
本
.主

義(
E
x
p
o
r
t
k
a
p
i
t
a
l
i
s
m
u
s)

と 

稱
す
るC

驻

1
)

の
は
、
斯
る#

徵
を
强
調
し
た
も
の
で
あ
る
。

(

訪
I
Vヴ
ァ
ル.タ
ア
ス
ハ
々
ゼ
ン
は
斯
ぅ
述
べ
て
ゐ
る
。

「

資
本
生
義
的
に
組
成
，さ
れ
た
一
國
民
經
濟
は

*
そ
の
全
資
本
を
ば
、
自
國
に
於
い
て 

國
際
的
資
本
移
動
の
發M傾
向
に
就
い
て

〜
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